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1.　第１報 に引きっづ き環境色 と光 源による実験 を行

った。 材料は第１報 と同様であるが， 今回は更 に温 白色

を加 え疲労の点を追求したので報 告する。

2.　材料

東芝白色けい光灯(FL-40  S.W ネ オライ ン)

東芝昼光色けい光灯(FL-40  S.D ネ オライ ン)

東芝温白色けい光灯(FL-40  S.WW ネオライ ン)

東芝白熱電球(lCOW)

実験室を 白(W) 黒(Ｂ)黄緑(ＧＹ)ピ ン ク(R) の紙 で 張

り， 照度は, 4 隅 と中央 との５ヵ所 の 平 均値 が500(1X)

で，し かも机上が500(lX) になるよ う調整する。

3.　i) 白熱電球においては，彩度が非常に高く黄味を

おびる。四光源の うち最も長波長側に位置す る。

2)昼光色においては彩度が高 く黄～黄緑味をおび る。

四光源の うちで最も短波長側に位置ナ る。

3)白色に おい ては， 昼光色 に比べてやや彩 度が高く黄

味 がかる。

4)温白色においては， 白熱電 球よりやや短波長側 にな

るが，彩度が非常に高く，白熱電球に似た傾向を示して

い る。


